
「被害想定を踏まえた初期消火能力向上方策について」

令和４年５月に東京都の新たな被害想定（以下「被害想定）という。）が公表され、今回の見直しでは出火防止
対策を推進することにより、死者数・焼失棟数の被害を大幅に軽減することができるという、防災・減災対策によ
る被害軽減効果が示されました。
これらを踏まえて、消防署では杉並区役所と連携し、被害想定の理解と自分たちのまちの資器材等の把握を目的

とした防災講話とまちかど防災訓練を実施し、初期消火能力向上を図りたいと考えています。
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防災講話で、「被害想定を理解」、「初期消火の重要性」、「自分たちのまちの把握」をしてから実戦的な
初期消火訓練である「まちかど防災訓練」を実施しましょう！

皆様の町会・自治会等で実施する防災訓練にて【防災講話】や【まちか
ど防災訓練】を推進していますので管轄消防署へお問い合わせください。

問合せ先：杉並消防署 防災安全係 ０３-３３９３-０１１９
荻窪消防署 防災安全係 ０３-３３９５-０１１９



被害想定について

自分たちのまちの魅力や課題について

初期消火率の向上についての説明と初期消火の重要性について


